














　歯科技工士は、歯科において大きな役割を担い、国民の健康を守るうえからも、大変重要なす

ばらしい仕事です。これは多くの歯科技工士の声です。また、日本の歯科技工士は、歯科技工士

制度のもと世界的に見ても高い技術で仕事をしています。

　日本の労働時間は、欧米諸国と比べても長いといわれますが、その中でも歯科技工士の労働

時間は極めて長く、１日の労働時間が深夜に及び、日曜、祭日の休みも保障されていない状況が

決して稀ではありません。

　政府の低歯科医療費政策の下、決められた保険制度の中で自由競争しているため、低収入と

ならざるを得ず、技工士を目指す若者の減少、技工士養成機関の定員の削減、廃校が進み、2003

年から2013年の10年間で、学校数は72校から52校に減り、入学者数が2,495人から1,359人と半

減しています。しかも卒後５年間で約８割が転職しています。歯科医師、歯科衛生士数の増加と

は逆に歯科技工士は、減少の一途をたどっています。

　全体の構成も50歳から60歳代が多く、20歳から30歳代の減少が顕著です。技術の伝承ができ

ないだけでなく、後継者がいないという悩みを抱えています。国民の歯科医療を守るためにも

保険制度の充実が求められますが、保険制度を担う歯科技工士の不足が心配されます。

　これは単に歯科技工士の問題ではなく歯科医療全体の問題となっています。

　この度、この「歯科技工士がいなくなる」パンフレットを作成したのは、昨年、私たち大阪府歯

科保険医協会と大阪歯科技工士連絡会が協力して実施した歯科技工所アンケートがきっかけ

です。

　私たち大阪府歯科保険医協会という歯科医師の団体がアンケートをしたことによって、歯科

技工士さんの置かれている本当に厳しい現状をリアルに知ることができましたし、歯科技工士

のみなさんの歯科医師に対する日頃聞けない不信や不満も多数知ることが出来ました。

　私たちは、このような現状から出発して、今後の歯科医療の発展のために、また患者さんが、

いつでも、どこでも、誰でも、安心・安全の歯科治療が受けられる社会を創るために歯科技工士

のみなさんと手をつないで歯科医療改善運動を進めていく方向を考えなければなりません。

　本来、協力し合いながら患者さんに良い歯科医療を提供しなければならない歯科医師と歯科

技工士が不信・不満に満ちた関係になってしまうところに、現在の歯科医療の構造的弱点があ

ると思います。それをいかに解消していくか？今後も歯科技工士のみなさんと議論を重ね、改

善方向を探って行きたいと考えています。

　当面、補てつ関連の点数を抜本的に引き上げ、歯科医師と歯科技工士に適正配分する方向を

検討していますが、その具体的な方法など、まだ結論に至っていません。しかし、共に歯科医療

改善運動に取り組むことによってこの大きな課題も解決していけると考えています。今後とも

私たちの歯科医療改善運動にご理解とご協力をよろしくお願いします。
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